
発
行

／
錦

江
町

役
場

■
編

集
／

企
画

課
　

〒
8

9
3

-2
3

9
2

 鹿
児

島
県

肝
属

郡
錦

江
町

城
元

9
6

3
番

地
　

tel.0
9

9
4

-2
2

-3
0

3
2

　
ＦＡＸ

.0
9

9
4

-2
2

-1
9

5
1

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

http://w
w

w
.tow

n.kinko.lg.jp/
■

印
刷

／
㈲

南
大

隅
新

生
社

印
刷

April.2014 VOLUM
E.109

き
ん

こ
う

た
い

む
4

広
報
き
ん
こ
う

大
学
の
創
設
へ
と
進
ま
れ
た
方
で
あ
る
。

　
一
枚
の
手
紙
を
き
っ
か
け
に
、
幼
少
の
頃

や
東
京
で
の
楽
し
い
生
活
を
思
い
出
し
た
。

　

半
世
紀
過
ぎ
た
現
在
、
玉
川
大
学
の
教

授
や
生
徒
の
方
々
と
小
原
國
芳
先
生
の
提

唱
す
る｢

全
人
教
育｣

の
き
っ
か
け
の
場
所

と
し
て
交
流
を
行
い
、
教
授
や
生
徒
の
方
々

が
訪
れ
て
い
る
。

● ｢躍進する青年運動｣、｢神ノ浜の祇園祭賑う｣
など昭和20年代からの広報紙を読み返すとそ
の当時の時代背景が見えてくる。自分の生まれ
た昭和50年４月の一面には ｢農村勤労福祉セン
ター設置決定｣とある。広報紙制作に携わり３年。
この町の記録と共に記憶に残るような記事が書
けていただろうか。時代背景を伝える広報紙と
なるよう次の担当へも繋げていきたい。

EDITORS
休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますの
で、ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
4月13日 大根占医院 22-2658

20日 長浜医院 22-0137
27日 じょうさいクリニック 24-2977
29日 濵畑クリニック 25-2575

5月3日 肝属郡医師会立病院 22-3111
4日 肝属郡医師会立病院 22-3111
5日 肝属郡医師会立病院 22-3111
6日 肝属郡医師会立病院 22-3111

11日 肝属郡医師会立病院 22-3111

人口の動き
平成26年４月１日現在

前月号比
人　口 8,561人 （△92）

男 4,001人 （△43）
女 4,560人 （△49）

世帯数 4,115戸 （△27）
△は減少

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も含まれます。

「
ア
〜
ア
〜
。
聞
こ
え
ま
す
か
？
Ｌ
Ｏ

Ａ
Ｋ
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
、
こ
ち
ら
は
東

京
放
送
局
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
に
ち
只
今

よ
り
放
送
を
開
始
い
た
し
ま
す
。」こ
れ
は
、

日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
第
一
声
で
す
。　

　

西
洋
文
化
の
影
響
を
受
け
、
文
芸
や
絵

画
・
歌
謡
曲
な
ど
を
楽
し
み
、
大
正
ロ
マ

ン
と
呼
ば
れ
る
ハ
イ
カ
ラ
で
独
自
の
文
化

も
っ
た
大
正
時
代
。

　

大
正
時
代
は
14
年
５
ヶ
月
と
大
変
短

い
期
間
で
し
た
が
、
文
学
で
は
芥
川
龍
之

介
や
北
原
白
秋
、
日
本
初
の
歌
謡
曲
と
い

わ
れ
る
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
を
始
め
、

多
く
の
文
化
が
形
成
さ
れ
た
時
代
で
す
。

大
正
11
年
生
ま
れ
で
92
歳
を
迎
え
た
前

田
純
子
さ
ん
か
ら
は
、
ど
こ
と
な
く
異
文

化
の
影
響
を
受
け
た
ハ
イ
カ
ラ
な
雰
囲
気

を
会
話
の
は
し
は
し
か
ら
伺
え
ま
す
。

　

東
京
で
育
ち
、
東
京
高
等
女
学
校
を
卒

業
後
、
日
本
橋
の
室
町
で
銀
行
員
と
し
て

働
き
、
周
辺
に
は
三
越
本
店
や
東
京
駅
、

皇
居
も
直
ぐ
近
く
に
あ
る
場
所
で
し
た
。

　
大
正
〜
昭
和
へ

　
　
そ
し
て
、
東
京
大
空
襲

　

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
時
代
か
ら
一
転
、
昭

和
に
入
り
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
。
徐
々

に
戦
況
も
悪
化
し
、
祖
父
の
実
家
へ
疎
開

し
た
そ
う
で
す
。「
帰
り
た
く
な
か
っ
た
。

あ
の
街
に
居
た
か
っ
た
。」

　

荷
物
の
大
半
は
そ
の
ま
ま
に
、
国
鉄
や

船
を
乗
り
継
ぎ
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た

の
は
祖
父
母
の
実
家
が
あ
る
大
根
占
。

あ
の
華
や
か
だ
っ
た
東
京
の
町
並
と
一
変
、

祖
父
母
の
実
家
は
桑
畑
に
囲
ま
れ
静
か
な

た
た
ず
ま
い
の
場
所
だ
っ
た
。

　

寂
し
さ
を
憶
え
た
が
そ
れ
も
束
の
間
、

昭
和
20
年
３
月
10
日
、
東
京
は
大
空
襲
に

見
舞
わ
れ
、
爆
撃
に
よ
る
火
災
で
竜
巻
並

み
の
暴
風
が
吹
き
荒
れ
、
さ
な
が
ら
火
山

の
大
噴
火
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

戦
争
も
終
わ
り
、
鹿
児
島
で
の
生
活
に

も
な
れ
再
び
豊
か
で
平
和
な
時
代
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
た
。　

　

父
母
か
ら
受
け
継
い
だ
母
屋
を
掃
除

し
、
障
子
を
張
替
え
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
障
子
の
隙
間
か
ら
パ
ラ
パ
ラ

と
手
紙
が
落
ち
て
き
た
。

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
玉
川
大
学
創
設

者
、
小
原
國
芳
先
生
の
手
紙
で
あ
っ
た
。

　

前
田
さ
ん
は
手
紙
を
読
む
な
り
時
代
を

ま
き
戻
し
た
か
の
よ
う
に
、
小
原
先
生
に

大
変
か
わ
い
が
っ
て
頂
い
た
事
や
「
あ
な

た
の
父
や
家
族
が
い
な
け
れ
ば
今
の
私
は

な
い
ん
だ
よ
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」。

と
頭
を
な
で
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。

　

小
原
國
芳
さ
ん
は
大
根
占
電
信
局
に
勤

務
し
な
が
ら
前
田
さ
ん
宅
に
下
宿
し
、
教

育
の
必
要
性
に
ご
家
族
か
ら
影
響
を
受
け
、

局
員
か
ら
教
員
の
道
へ
と
進
ま
れ
、
玉
川

◉78人目
【木場自治会】前

まえ

田
だ

 純
すみ

子
こ

さん 

◎�このコーナーでは、町内で頑張っている方を中心に紹介していきます。
　第78回目は、木場自治会の前田�純子さんです。

From young people in the future

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
４
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
特
公
賃　
芝
山
団
地 

１
戸

　
公
営　
港
団
地 

 

２
戸

　
町
営　
旧
池
田
中
教
職
員
団
地 

１
戸

田
代
地
区

　
町
営　
荒
田
原
住
宅 

１
戸

　
町
営　
溝
下
住
宅 

 

１
戸

　
公
営　
溝
下
住
宅 

 

１
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、
建
設

課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

玉川大学教授の方々に小原國芳先生について話す前田さん

期日：平成 26 年 6 月 1日（日）
　　　9：30 スタート
場所：錦江町役場スタート〜照葉樹の森

サイクルジャンボリー開催！
第６回　鹿児島県照葉樹の森


